
捕集方法

水に溶ける

空気より軽い

（空気の分子量：29） 上方置換 NH₃【アンモニア】 分子量：17

空気より重い 下方置換

Cl₂【塩素】 分子量：71

HCｌ【塩化水素】 分子量：36.5

H₂S【硫化水素】 分子量：34

SO₂【二酸化硫黄】 分子量：64

NO₂【二酸化窒素】 分子量：46

CO₂【二酸化炭素】 分子量：44

水に溶けにくい 水上置換

O₂【酸素】

H₂【水素】

N₂【窒素】

NO【一酸化窒素】

CO【一酸化炭素】

C₂H₄【エチレン】

C₂H₂【アセチレン】

メモ

濃硫酸が関係すると加熱を要する

上記以外の気体の製法
オゾン：酸素中で「無声放電」を行う

ホルムアルデヒド：メタノールに赤熱した銅線をふれさせる

発生装置

個体と個体試験管を使用
O₂【酸素】

NH₃【アンモニア】

個体と液体

加熱を要する丸底フラスコを使用

Cl₂【塩素】

N₂【窒素】

HCｌ【塩化水素】

SO₂【二酸化硫黄】

CO【一酸化炭素】

C₂H₄【エチレン】

加熱を要しない二叉試験管を使用

H₂【水素】

O₂【酸素】

H₂S【硫化水素】

NO【一酸化窒素】

CO₂【二酸化炭素】

C₂H₂【アセチレン】


